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モンゴル 2009 

野生動物学研究室教授 高槻 成紀 

 

背景など 

 私は 2002 年からモンゴルに通っている。調

査内容や体制などにいくつかの変化があった

が、麻布大学に来てからは 3 年生を連れてい

くことにした。これにはいくつかの意味を含

ませた。ひとつは「研究は実験室でおこなう

もの」という考えが抜けない麻布大学に、そ

ればかりではないことを知ってもらうこと、

「とくに学生は学外にでないもの」という本

学の常識を改めてもらうことで、それを言葉

で説得するのではなく、「実力行使」をすべき

だと考えたからである。これらは大学あての

ことだが、学生自身にとっても、若いときに

海外体験をすることはとてもよいことだと思

うからである。それも修学旅行やパック旅行

ではなく、動植物の調査をするという特異な

体験は必ずプラスになるという確信があるか

らだ。それに加えて、モンゴルという国の特

殊性がある。私はいまの日本社会の良さと悪

さを考えるとき、その比較対象としてモンゴ

ルが実に有効な対象だと思っている。乾燥と

湿潤、狭隘と広大だけではない。自然と身近

な暮らしと隔離した暮らし、緻密と大ざっぱ。

忙しさとのんびりさ、そして身勝手と思いや

りなどが対照的なので、モンゴルにいると自

分があたりまえだと思っていることが、そう

ではないことを気づくからである。 

 一昨年は立脇君一人だったから、彼もつら

いことがあったようだ。去年は獣医学科の 4

人で、個性派揃いなのでおもしろいといえば

おもしろい体験をした。問題もあったが、実

習としては成功だったと思う。そして今年は

3年目となり、以下の 4人が参加した。 

 

大津綾野：麻布大学 3年生。タヒにあこがれて参加。 

坂本有加：麻布大学 3 年生。タヌキの調査をしているので、肉食獣の調査ができそうとい

うので参加。 

藤本彩乃：麻布大学 3年生。肉食獣の食性を卒論とするので参加。 

宗兼明香：麻布大学 3年生。昆虫と鳥に興味があり参加。 

 

 調査内容は大きく分けて２つ、具体的には

４つあった。 

 ブルガンでは牧民のゲルに泊まり、モンゴ

ルの生活をしながら、訪花昆虫と糞虫の調査

をした。いずれも放牧圧の違う場所での昆虫

を比較するもので、放牧と草原の生物多様性

の関係を解明するものである。このテーマは

花と昆虫、家畜の糞と甲虫という種間関係を

群集レベルで捉えようとする意味で、また人

の営みと草原の保全という応用的な意味で価

値が高いと思う。去年調査したのは 8 月の中

下旬だったために、雪が降るという思いがけ

ないこともあったので、今年は上旬に照準を

あわせてリベンジを試みた。 

 フスタイ国立公園では、順調に回復してい

るタヒ（野生馬）の増えすぎの問題を予測し、

アカシカとの種間関係に取り組みたいと思っ

た。またオオカミ、キツネ、オオヤマネコ、
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猛禽類などが生息することを知っていたので、

これらを「肉食ギルド」としてとらえ、その

比較を通じてギルドの解明を試みたいと思っ

た。そのために地元やモンゴル国立大学との

協力体制を整えた。 

 調査には帯広畜産大学の佐藤雅俊氏に全行

程をいっしょにすごしてもらい、立正大学の

須田知樹氏にフスタイの後半を共有してもら

った。二人とも東北大学の後輩あるは指導学

生であり、長いつきあいである。 

 

モンゴル行き 

 学生の事情もあり、日程は成田の往復で 15

日、移動に時間がかかるから実質 10 日ほどで

あり、所期の内容をこなすのはかなりのハー

ドワークが予想された。しかし一年間の調査

をここに集約するのだから、手抜きをするわ

けにはいかなかった。学生ははじめてのモン

ゴルで緊張もするだろうし、過去 2 年の経験

から体調を崩すことも予想された。現に消化

器系に不安があると言っている学生もいた。

したがって、強行軍ではあるが、学生の体調

もながめながら、臨機応変に対応しなければ

なるまいと覚悟していた。 

 

ブルガン 

 ブルガンはモンゴルの北部にあり、ウラン

バートルからは 7，8時間かかる。チョロンさ

んという牧民の人のゲルにお世話になりなが

ら調査をするので、いわばモンゴル生活が体

験できる。今年は女子学生が 4 人ということ

で、冬営地に使う小屋を開放してもらった。

私と佐藤氏もそこに泊まれということだった

が、それは遠慮し、ゲルを使わせてもらった。

チョロンさんには別のゲルを使ってもらうこ

とになり、申し訳なかった。 

 学生はウランバートルに着いたときから、

乾いた空気に異国感を感じていたようだが、

ここでの生活はさらに気に入ったようだった。

出てくる料理は決しておいしいとはいえない

と思うのだが、彼女らはしたづつみを打って

いた。濃厚な肉料理は日本人の消化器には負

担が大きいので、控えめにするようにアドバ

イスしたのだが、結果的には、初めは慎重だ

ったものの、徐々に大胆になって、おかわり

もするようになり、そして腹痛もなくすんだ

ので、私としてはほっとした。 

 チョロンさんの奥様はスレンさんという人

で、休むことなくかいがいしく働く人だ。私

がお茶を飲みたそうな顔をしていると、察し

て、「オス！」といってお湯を持ってきてくれ

る。忙しそうにしてはいるが、楽しげで、人

に喜んでもらうことが無上の喜びだという雰

囲気の人だ。独り言を言ったり、鼻歌を歌っ

たり、なんだかいつも楽しげだ。頼んだこと

はきちっとする人で、以前動物の骨を確保し

てくれるように頼んだら、すべてのリストを

作ってモンゴルの名前、捕獲年月日をすべて

教えてくれた。私が動物名を確認するために

スケッチをしたとき、シマリスとリスについ

て、「だめだめ、エゾリスのほうは耳がばさば

さになっていないといけない」と指摘してく

れた。ヒツジの糞のサンプルも、月ごとにす

べてのデータを書いて、すべて同じ大きさに

ならべてきちっと箱に収めてくれていた。今

回も最後の日に一言づつ印象を語るというこ

とになったとき、「ちょっと待って待って」と

いって、ノートをもってきた。何をするのか
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と思ったら、「記録しておかなくちゃ」という

ことだった。そうした几帳面さと、どこかユ

ーモラスなところがあいまって、学生いわく

「かわいい」のだそうな。 

 スレンさんはお手伝いのトンガさんととも

に料理を作ってくれた。乳製品もいろいろ作

ってその原理を説明してくれるので、学生は

興味津々のようだった。チョロンさんとの仲

むつまじく、日本の男のように照れることな

く、仲の良いところをみせてくれるので、感

じがよかった。 

 

 チョロンさんはもと気象台長だったインテ

リの科学者なので、私の質問にも論理的に答

える。今年は去年と違って冬営地に家畜が入

っていたのでその理由を聞くと、しばらく黙

っていたあとで「理由は３つ考えられる」と

いうのに続けて、それぞれを説明してくれた。

それでいておもしろい話をして人を笑わせる

のが好きで、冗談をいっては学生を笑わせて

いた。 

 予想したとおり、調査はハードで、休む間

がなかった。DJ（宗兼さん）が昆虫の担当だ

ったが、彼女は体力がそうあるほうではない

ので、ようすをみていたが、かなり無理をし

て遅くまで整理をしてくれていた。訪花昆虫

は歩きながら花にいる昆虫をみつけてカメラ

で撮影してメモを取るようにした。これを 1

日 3 回おこなう。昼はゲルにもどって昼食を

とったが、あまり休むことなく次の作業の時

間になった。糞虫の調査は朝、糞のあるとこ

ろにいってウシとウマの糞を拾ってきてセッ

トし、糞虫を回収するというもので、もちろ

ん快適な作業とはほど遠い。 

 こうした作業を 4 人の学生諸君は気持ちよ

く進んでおこなってくれた。私は正直いって

感心し、ありがたく思った。佐藤氏も同じ印

象をもっていた。 

 こうしてあっというまのブルガン滞在が終

わったが、その間、スレンさんが 4 人の学生

にデール（モンゴルの民族衣装）を着せてく

れ、別の日にはウマに乗せてくれた。デール

を着せるときのスレンさんの表情は真剣で、

民族衣装に対する誇りや、貴重だと感じる心

がうかがえた。同時に若い娘に衣装を着させ

る女性のやさしさや喜びも伝わってきた。デ

ールはひとつひとつ色や帯などが違ったが、

それぞれに似合うというのがあるようだった。

2回目に着せたときも、4人とも前のときと同

じものだった。実際みなよく似合っていた。

ウマにのった彼女らはほんとうに嬉しそうだ

ったし、モンゴル人からすれば乗馬のぎこち

なさがおかしかったのだろう、スレンさんた

ちは大笑いをしていた。実に楽しい時間だっ

た。 
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デール姿の藤本、坂本、大津、宗兼 

 

 最後の日、一人一人が握手したが、その挨

拶は儀礼的なものではなく、ほんとうに再会

したいという心が感じられた。残念ながら日

本でこういう別れを経験したことは長いこと

ないように思う。こうしたことで、私は今の

日本のことがよりよくわかるような気がする。 

 

フスタイ 

 これにくらべるとフスタイは調査が中心と

なる。放牧が禁じられた国立公園の中にはマ

ーモットがたくさんおり、フスタイ山頂では

タヒも、またアカシカさえも見ることができ

た。世界的な絶滅危惧種であるのに、あっけ

ないような遭遇だった。タヒは手厚い保護の

おかげで、人を見ても逃げることをしない。

おかげで、私たちはその日も、翌日もタヒを

間近で見るという贅沢を堪能することができ

た。 
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 タヒとアカシカの種間関係は大津さんが担

当することになっている。彼女は一人っ子の

おっとりした性格で、体力があるほうでもな

さそうだったので、どの程度任せたものかと

見積もりがむつかしかったが、ブルガンで体

調を崩すこともなく、モンゴルが気に入った

ようすだったので、思い切って調査のだんど

りを任せることにした。私としては、もし初

日、任せてうまくいかないようだったら、対

応を考えるつもりでいたが、上々のできであ

り、野外調査の結果も私の予想をみごとに裏

付けるものだった。本人も大学でおこなう実

習などとは全く違う感覚で責任をもち、細か

いことまで質問をしてミスのないよう配慮し

ていた。 

 もうひとつのテーマである肉食ギルドにつ

いては、藤本さんが担当することになってい

た。半年前から公園側に糞の採集を依頼し、

100 個以上が冷凍庫に保管されていた。彼女

は体力もあり、しっかりしているという印象

があったが、実際それは予想以上のものであ

った。ハードな毎日ではあったが、それを楽

しんでいるようなフシさえあり、私も佐藤氏

も舌をまいた。100 個以上の糞を瓶につめか

える作業はたいへんなことで、とくにモンゴ

ル語で書いたラベルの読み取りが重要なので

慎重におこなった。さいわい、国立大学のバ

イラ先生のお嬢さんが日本語が上手で、彼女

が手伝ってくれたので、ずいぶん助かったら

しい。私たちは別の仕事があったので、調査

ステーションに一人で残したが、ちゃんと作

業をしていた。 
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 大津さんにしても藤本さんにしても、自分

の研究のサンプルという自覚をもっていた。

これは 2 年生までにはなかった意識であろう

と思う。こうした体験を海外でしたというこ

とは彼女らを大いに成長させたのではないか。 

 特筆しておきたいのは、とくに自分の課題

ではないにもかかわらず、坂本さんがいつで

も調査隊全体のことを配慮し、体力ギリギリ

という状態にありながら、献身的に仲間の作

業を手伝っていたことだ。 

 ブルガンでは私と坂本さんが訪花昆虫の調

査をした。毎日 3回の調査をしたことになる。

100 メートルのベルトをゆっくりと歩き、私

が言うことを彼女が記録した。美しい花の中

で虫に集中しながらゆったりと時間が流れる。 

 実は私が麻布大学に来る前の 2006 年に、東

大の教員として岩波ジュニア新書の「野生動

物と共存できるか」を出版した。坂本さんは

高校 3 年生のときに、この本を読んで、大学

では野生動物を勉強しようと決心し、著者と

は違う大学だが、野生動物が勉強できる大学

として麻布大学を目指し、入学したところ、

その著者が自分の大学の先生になっていて驚

いたという人である。文字通り奇遇であるが、

私は訪花昆虫の調査をしながら、ときどき空

に浮かぶ雲をみて 

「ああ、いま自分は坂本さんとモンゴルで調

査をしているのだ」 

とその不思議な縁のことを思わないではいら

れなかった。 

 

記録をする坂本さん

 

 ブルガン最後の夜に、ひとりづつ印象をい

ったとき、ふだんあまり口数の多くない坂本

さんのことばを聞いて驚いた。 

「高槻先生とモンゴルで調査をすることにな

るとは思いませんでしたよ」。 

 私が調査をしながら思っていたことと同じ

ことを思っていたことを知った。 

 

まとめ 
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 おもに調査のことを書いたが、学生諸君は調

査以外でもモンゴルという国、モンゴルの人々

について思うところがあったようだ。こうした

ことを振り返ると、学生諸君にとってこのモン

ゴル行はまちがいなくよい体験であったと思う

し、私にとっても何度も体験したモンゴル調査

のなかでも、忘れがたいものになった。彼女ら

の出し惜しみのないチームスピリットをうれし

く、ありがたく思った。 
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